
リカバリーの旅
そこにはサポートがある

リカバリーの旅人
桜ヶ丘記念病院患者でもある 丹野 陽⼀
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⾃⼰紹介
現在の仕事： 1．相談支援事業所で相談支援専門員

（一般社団法人ルンアルン）

2．NPO法人理事 兼 リカバリーカレッジ運営委員
                         （特定非営利活動法人縁、リカバリーカレッジ多摩）

精神障がい者の当事者という立場・支援するという立場

ピアスタッフ・・・かな︖
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リカバリーの旅路
もともとは老人ホームで介護福祉士→施設長

心を病む 仕事ができなくなり無職 生活保護

桜ヶ丘記念病院・デイケアセンターでリカバリーを期す

就労移行支援事業所に通所（IPSモデルとの出会い）

治療  認知行動療法 生活リズムの構築

障がい福祉を学ぶ

就労移行支援事業所に就職  祝！社会復帰
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就職後２年で廃業‼
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リカバリーの旅路〜続き
再び失業

失業保険を受給しながら 地元NPO法人でボランティア活動
NPO法人で理事就任  リカバリーカレッジたちあげ

現職場に再就職 ←NOW 
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振り返ってみると・・・（私の場合）
●自分ひとりではリカバリーはできなかった
●出会いと繋がりがあった
●制度を使えた
●焦らなかった 妥協しなかった
●あきらめなかった
●運も大事

正解かどうかは
わからない
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疾病、障害によって失ったものを回復すること。

失ったものには、機能だけでなく、
⾃尊⼼、 ⽣活、⼈⽣なども含まれている。

たとえ機能障害を完全に回復できなくても、
⾃尊⼼、⽣活、⼈⽣などは取り戻すことが
できる。

リカバリーとは
５



個別的・
個⼈中⼼

尊厳

⾃⼰
決定 責任

エンパワ
メント

ストレ
ングス

⾮直線
的

全体
的

希望

ピアサポ
ート

リカバリーの要素（⽶国保健福祉省）
①自己決定が前提として欠かせ
    ない
②自分の人生に対する責任をとる
③エンパワメントの過程である
④ストレングスに注目する
⑤経過は非直線的である
⑥その人の全体的な現象である
⑦尊厳が重要な要素である
⑧仲間（ピア）の存在が欠かせ
    ない
⑨個別的でその人中心のありよう
    である
⑩希望の存在が最も重要な要素
    である
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「地域で暮らす」ということ

地域移行とは、住まいを施設や病院から
単に戻すことではなく、
障害者個々人が市民として、
自ら選んだ住まいで安心して
“自分らしい暮らし”を実現すること
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〜 “ 地域移⾏ ” の推進 〜

あなたにとって“自分らしい暮らし“
とはどんなものですか？



“あなたらしい暮らし”のためのサポート体制
８

あなたの気持ちを聴き
あなたと一緒に考え
サポートします

中心にいるのはあなた

「主体的に生きる」
それでいい

あなたの人生だもの

ご清聴ありがとうございました


